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忘れられた修路碑。（記事にするのも忘れた。ごめん）

nagajis
ノート注釈
加佐郡修路碑

丹後国加佐郡大路自京都至宮津官道之一線也其地険隘而渓
澗峻兮於是因地形改修西接天田郡沿大雲川北迤及與謝郡長
壹萬七千七百間廣三間架橋三十有六以明治十有九年五月起
工二十有一年六月竣功先是本郡志士義捐金五千九百六拾有
三円與地方税金及國庫補助金合以充工費〓〓凡四万七千六
百七拾圓属者衆相謀欲建石以紀其事来請予文予曰方今謀冨
強者動輙曰盛外國貿易曰開内地鉄道然為之有本焉改修大小
道路以便於都鄙運輸是也本郡志士蓋亦注意於此洵可嘉■■
曰　去嶮就夷　坦途如砥　于水于陸　可以継軌

京都府知事従四位勲三等北垣國道撰文
明治二十有二年八月　京都府属巖本範治篆額并書

丼訳

丹後国加佐郡の大路。京都から宮津に至る官道の一路線である。その地形は狭隘で谷も険しい。そのため地形を改修した。西は天田郡に接し大雲川に沿い北斜め方は与謝郡に及ぶ。長1万7700間、幅3間、架橋36。明治19年5月に起工し21年6月に竣工。これより先本郡有志は義捐金5963円を寄せ、これと地方税・国庫補助をもって工費4万7670円に充てた。人々は碑を建ててこのことを記念しようと考え私（北垣）に撰文を求めた。私はいう、ちかごろ富強を企図するものはやれ外国貿易だとか鉄道建設だとかいうが、富国の根源は大小道路を改修し都鄙の運輸を便ならしめることにあるのだ。本郡有志はこのことに意を注いだわけでまことに喜ぶべきことである。

難所をなくして　道は砥石のようになった　川をわたり陸をゆき　もって轍を継ぐがよい
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